
◼ バングラデシュでは、経済発展に伴い平均寿命が伸び、都市化が急激に進んでいる。

◼ 保健セクターでは、食習慣や生活様式の変化などにより、この20年間でNCDsによる死亡が大き

く増加している。

（出所）図3及び表3 Institute of Health Metrics and Evaluation「Global Burden of Disease Study」よりコンソーシアム作成

図3: 死因割合の変化（2000年－2019年）
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順位 原因 割合(%)

1 脳血管疾患 18.69

2 虚血性心疾患 15.41

3 慢性閉塞性肺疾患 6.55

4 新生児障害 4.73

5 下気道感染 4.4

6 糖尿病 3.9

7 下痢性疾患 3.88

8 結核 3.42

9 肝硬変 3.08

10 悪性新生物 2.34

表3: 死亡原因トップ10（2019年）

a. バングラデシュの保健課題

市場環境に係る基礎情報収集調査

バングラデシュ／生活習慣病／薬局／2.医療・公衆衛生,健康水準および医療水準
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